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土壌中から犬回虫卵を検出する方法の効率について  

森  啓至，藤曲 正登   

The Efficiency of Techniques for the Recovery of  

Toxocara canis Werner Eggs from SoiJ．  

KeijiMORIand Masato FUJUMAGARI．   

砂場の砂を分析用師（メッシュNo．14：≠1．19mm）にかけて小石な  

どを除去したもの1gあたりに虫卵を1個の割合で混入し，それ  

を検体とし，以下の2方法を比較した。  

1）MgSO。法9）（図2．）   

検体5gを50mg遠沈管に移し．30％次亜塩素酸ソーダ20mβを加  

えよく撹拝して1時間放置する。   

2，000r．p．m．で2分間遠沈して上浦を捨てる。   

蒸留水を加えて50mゼとして遠心洗浄（2，000r．p．m．2分）を2  

回繰り返す。   

沈直に比重1．26の硫酸マグネシウム溶液（蒸留水1，000m糾こ硫  

酸マグネシウムMgSO4・7H20約1，000gを溶解したもの）を加  

えて50mゼとしてラボミキサーで30秒間撹拝する。   

2，500r．p．m．で5分間遠沈する。   

試験管立てに立てて，静かに硫酸マグネシウム溶液を追加して  

液面を盛り上げさせる。   

30分、1時間静置後，24×32mmカバーグラスで液面を接触させ  

てスライドグラスにのせ鏡検する。  

Ⅰ．はじめに  

イヌカイチュウToxocara canis Wernerは，一才未満の幼  

犬を固有宿主とする特異な生活史を持つ1）寄生線虫であり，イヌ  

に対するその寄生率の高い辛が報告されており2）・3），我々の調査  

でも1．5ケ月未満の幼大の回虫卵陽性率が53．8％（7／13）を示  

し，最高8，600E．P．G．の個体もいた。   

また，非固有宿主である人に対するイヌカイチエウによる人体  

内幼虫移行症は，1952年にアメリカのビーバーが報告をして以来，  

日本でも75例以上の症例報告がなされている4〕。これらの症例の  

感染源はゴキブリを疑う報告5）や牛・鶏肉，肝臓の生食によると  

されるもの3）もあるが，イヌの糞便で汚染された砂場も原因の一つと  

されており，各地で虫卵汚染調査が行われ，地域によっては00％以上  

の汚染率を示すとの報告桝）もある。これらの調査では，回虫卵の比  

重が1．00～1．17であることから，硫酸亜鉛溶液浮遊法（ZnSO4法），  

硫酸マグネシウム溶液浮遊法（MgSO4法），ショ糖溶液浮遊法（ショ  

糖法）などの遠心沈澱浮遊法が主として用いられている。   

今回我々は，こうした検査方法のうち廃液処理が面倒なZnSO書  

法を除いた，MgSO4法とショ糖法について虫卵検出の効率を調  

査したのでその結果について報告する。  

Ⅱ．方  法  

1．生後1．5ケ月以内の幼大の糞便中よりイヌカイチュウ卵  

（図1．）を分離し．あらかじめカイチエウ卵陰性を確認している  
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図1．イヌカイチュウ卵（×400）  
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（1994年11月15日受理）  図2．硫酸マグネシウム溶液浮遊法検査手順   
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2）ショ糖法6）T）（図3．）   

検体20gを口径4cmのアクリル樹脂管の筒先に170／∠mのメッ  

シュを装着したフィルターに入れ紙性のコップの中に入れる。   

界面活性剤入り蒸留水（蒸留水1，000meに0．5gのTween80を  

溶解したもの）45mgを加えて約100回撹拝し砂の中に含まれるカ  

イチエウ卵をろ過する。   

このろ過液をTween80入り蒸留水を用いて大連沈管（50me用  

アシストチューブ）に移し，1，500r．p．mで5分間遠沈する。   

上清を捨てスポイトを用いてTween80入り蒸留水約10meにて  

沈達を小遠沈管に移して，再び1，500r．p．m．で5分間遠沈する。   

上浦を捨て，沈達に比重1．20のショ糖水溶液（蒸留水1，000m‘  

にショ糖約750g溶解させたもの）10mgを注いでパラフイルムで  

栓をし，ラボミキサーで30秒間撹拝した後，2，500r．p．m．で10分  

間遠沈する。   

沈達をショ糖溶液に浮遊させ，小遠沈管に浮遊液を表面張力が  

生じるまで満たし，その縁にカバーグラスをのせて2時間静置後，  

カバーグラスを取りスライドグラスにのせて鏡検する。   

残った虫卵を回収するため50回容器の内面を細い針金でこすっ  

た後，容器の上にカバーグラスを乗せて一晩置いて同様にして鏡  

検する。   

2．公園の砂場4m2毎に深さ約3cmの所から砂20gずつを採集  

し，ビニール袋で検査室に搬入後，1公園ごとに検体をよく混ぜ  

合わせ室温で乾燥させ，分析用師でゴミを取り除いた後に，上記  

2方法で虫卵検出に務めた。   

なお，両法の虫卵検出数の差の検定は，Studentのt－teSt，  

陽性検出率の差は，Wilcoxonの符号検定法を用いた10〉。  

検体20g＼／ Tween80加蒸留水45ne  
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上清を捨て，ショ糖溶液（比重1．20）  
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30秒間撹拝  

カバーグラスをのせ一晩静置後  

スライドグラスにのせ鏡検  

図3．ショ糖溶液浮遊法検査手順  

虫卵回収率はMgSO4法の方が有効であった（P＜0・01）が，  

検体陽性率に有意差はなかった。  Ⅲ．結  果  

表1．硫酸マグネシウム溶液浮遊法（MgSO慮）による虫卵回収率  
1．両法とも各20回線り返し，その結果は表1．，2．に示した。   

MgSO腐では，平均虫卵回収数は2・1個／5gで，100％の回  

収率を示した2検体を含み回収率42．0％であったが，虫卵を回収  

できなかった検体が3件あった。   

次亜塩素酸ナトリウムの洗浄によると思われる蛋白膜の変性  

（図4．）や，結晶化した硫酸マグネシウムの析出（図5．）が見  

られ，虫卵の同定がしづらい検体もあった。   

ショ糖法の虫卵回収率は18．3％と低く，最高でも45％の回収率  

であったが，回収率0％の検体は無かった。また，平均虫卵回収  

数は3．65個／20gであった。   

回収虫卵数 検体数 虫卵数合計 陽性率 虫卵回収率  

0  3  0  

1  4  4  

2  5  10  

3  6  18  

5  2  10  

合計 2．1／回  20  42  17／20  

（85．0％）  
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土壌中から犬回虫卵を検出する方法の効率について  

表2．ショ糖溶液浮遊法（ショ糖法）による虫卵回収率  2．砂場での虫卵検出状況は表3．に示した。MgSO4法では  

検体量を5gとしたので20g当たりとなるように換算した。  

表3．砂場からの検査法別虫卵陽性率  

回収虫卵数 検体数 虫卵数合計 陽性率 虫卵回収率  

1  1  2  

2  5  10  

3  5  15  

4  1  4  

5  3  15  

6  3  18  

9  1  9  

合計 3．65／回 20  73  

陽 性 虫卵検出状況（検体20gあたり）  
検査方法 検体数  

検体数 平均数 最高数  総 数  

①MgSO4法 97  9  7．1   20  64  

②ショ糖法  97   19   10．1  83   191   

①＋②   97  23  5．5  43．5 127，5  

※①＋（むの虫卵検出状況は検体量が2倍となるため換算してある。   

両法とも陽性の検体は5検体。   

MgSO■法でのみ虫卵陽性となった検体は4件，ショ糖法のみ  

陽性検体は14件で，両法とも陽性となった検体は5件しかなく，  

MgSO4法での陽性率は9．3％．ショ糖法での陽性率は19，6％，両  

法併用の場合の陽性率は23．7％であった。   

MgSO4法の平均虫卵検出数は7．1個／20gであったのに対して．  

ショ糖法では10．1個／20gとなっていた。   

検体陽性率はショ糖法の方が有効であった（P＜0．109）。  

20／20   73／400  

（100％） （18．3％）  
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図6．幼虫包蔵卵（×400）  

検出されたカイチュウ卵は幼虫包蔵卵（図6．）が多く，50．3  

～86．1×45．3～68．4／∠mとやや小さめであった。砂場のカイチエ  

ウ卵はイヌカイチエウ（23．5％）よりもネコカイチュウ丁．cαとよ  

Schrank（76．5％）の方が多いという報告6）もあり，この種の同  

定にはイヌカイチエウ卵の方がやや大きい（75～釦×缶、7帥m）11）こ  

とのほか，蛋白膜構造（図7．）が重要は）である。今回検出された虫卵  

はその大きさからほとんどネコカイチエウ卵であると思われる。  

′
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図4．（A）蛋白膜が変性した虫卵（×100）  

（B）蛋白膜が変性した虫卵（×400）  

図7．イヌカイチュウ卵の走査電顕條（×1，000）  図5．硫酸マグネシウム結晶の析出した中の虫卵（×100）  
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Ⅳ．考  察  

MgSO。法の虫卵回収率は42％であり．最後まで同じ50mg遠沈  

管を用いているためショ糖法より回収率がよかったが，50％以上  

の未回収分があり，3件の回収率0％の検体が出た。これは．合  

計3回の上澄みを捨てる時の流失と遠沈管の内径が30mmなのに24  

×32mmのカバーグラスで浮遊液面の接触を行っている事も原因で  

あると思われる。   

ショ糖法の虫卵回収率は，Uga et al．の報告6）した40％よりさ  

らに低く，18．3％であった。ろ過する際に通過できない虫卵が存  

在することが大きな理由と思われるが，その他に上澄みを捨てた  

時の流失や紙コップ，50mg遠沈管．10mg遠沈管と3種の容器を換  

える時の流失も原因であったと思われる。   

ショ糖法の方が陽性率が高かったのは，検体量が4倍であるた  

め同濃度であればそれだけ検体中の虫卵数が多くなるためである。   

一昼夜放置後の虫卵回収率は，最高3個，合計9個で，陽転し  

た検体も1件あり，砂場からの検体でも，最高8個，計37個で，  

陽転した検体も2件あった。このことから，比重の小さい溶媒で  

は長時間の放置が有効なことがわかった。   

公園からの検体では両法とも陽性なのが5検体だけであったが，  

一法のみ陽性の検体の最高虫卵数は12個と汚染卵数が少ないため  

このような結果になったと思われる。   

本来，浮遊法は，定量的検査というより定性的な検査の性格が  

強いことから，虫卵検出効率はあま「りよくなく，手技が面倒で，  

時間がかかるが，同時に多くの検体量を利用できるので1g当た  

り1虫卵の濃度であれば検出できるショ糖法の方がより有効な検  

出方法だと思われる。  

Ⅴ．ま と め  

イヌカイチエウ卵の土壌中からの検出効率を比較するために硫  

酸マグネシウム溶液浮遊法（MgSO4法）とショ糖溶液浮遊法  

（ショ糖法）との比較を行った。  

1gあたり虫卵1個を混入した検体からの平均虫卵検出数は，  

MgSO。法2．1胤 ショ糖法3．65個で，虫卵検出率はそれぞれ42・0  

％，1臥3％であったが，扱う検体量が各々5g，20gのため，検  

体陽性率はそれぞれ85．0％，100％となっていた。   

公園の砂場からの検体では，検体陽性率がMgSO諦去9．3％，ショ  

糖法19．6％，両法の併用で23．7％であった。MgSO4法のみの陽性  

検体は4件，ショ糖嘩のみの陽性検体は14件，両方法とも陽性の  

検体は5件であった。   

この両法を比較すると，一時に多くの検体皇を按えるショ糖法  

の方が有効だと思われる。   
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